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 主旨
　日本の製造業の中でも、高付加価値の部品産業は依然として国際的な競争力を有しており、日本経済を支え

る中心的な存在と期待されている。部品産業の競争力の根源は高度な加工技術であり、近年は特に医療分野・

航空宇宙分野・IoTデバイスなどに用いられる微細部品の製造においてニーズが高まっている。これらのニーズ

に応えるためには、高度な微細加工技術を一般の技術者に普及させることが求められる。

　一方で、近年は工作機械や各種工具の性能が向上したこともあり、以前は特別に高度加工技術や専用の工作

機械等がなければ加工できなかった部品が、汎用の工作機械・工具を用いても加工を実現できるようになりつ

つある。つまり、高度な微細加工技術を広める素地が整ってきている。

　本特別研究会では、加工対象のスケールと連動して変化する支配要因や、不変の要因を分析することで、加

工のマルチスケール化を目指す。機械加工、成形加工、塑性加工、付着加工、ビーム加工、化学的加工、電気

的加工など、種々の加工法について、加工におけるスケール効果や、スケールによらず共通するパラメータの

分析、誤差要因とその克服手法、等を体系的に研究することで、メートルオーダからマイクロメートルオーダ

まで同じように適用できる加工法の体系を構築し、高度な微細加工技術の普及を目指す。 

参　加　費：賛助員の場合　：20万円（別途賛助員年会費1口10万円がかかります）

　　　　　　 非賛助員の場合：30万円

　　　　　　 ※上記以外の参加形態もありますので、詳細はお問い合わせ下さい。

定　　　 員：1社あたり5名まで

運 営 方 法：定例研究会を年２～３回開催。
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